
                

丹
羽
仁
長
嶺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
の
挨
拶 

  

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
日
は
ご
多
忙
の
中
、
中
央
区
の
白
井
副
区
長
は
じ
め
、
総
勢
百
十
九
名
の
多
く
の
方
々
の
出

席
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
五
年
二
月
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
連
合
町
内
会
を
、
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
同
じ
形
に
再
編
成
し
て
以
来
十
四
年
間
、
役
員
総
会
と
し
て
長
嶺
校
区
ミ
ニ
サ
ミ
ッ
ト
会

議
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。 

 

先
般
の
政
令
指
定
都
市
の
移
行
に
伴
い
、
平
成
十
八
年
に
そ
の
組
織
名
を
「
長
嶺
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
と
改
称
致
し
ま
し
た
。 

 

本
日
の
「
ミ
ニ
サ
ミ
ッ
ト
」
の
会
は
、
コ
ミ
協
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ぜ
ひ
存
続
し
て
欲

し
い
と
の
皆
様
の
強
い
要
望
の
も
と
で
、
コ
ミ
協
会
則
に
よ
る

通
常
の
理
事
会
・
総
会
の
他
に
開
催
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
会
の
目
的
は
、
コ
ミ
協
に
関
連
す
る
組
織
や
団
体
・
自

治
会
・
町
内
会
で
、
中
心
的
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
が
一

堂
に
会
し
、
連
帯
感
と
親
睦
を
深
め
る
集
い
で
あ
り
、
ま
た
、

私
達
の
地
域(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ)

の
発
展
の
た
め
に
、
何
時
も
ご

支
援
と
ご
指
導
を
頂
い
て
い
る
行
政
関
係
の
方
々
へ
の
感
謝

の
集
い
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

今
日
は
、
長
嶺
コ
ミ
協
の
目
指
す
、
七
つ
の
専
門
部
と
三
つ

の
専
門
委
員
会
の
活
動
を
中
心
に
、
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

そ
の
報
告
を
も
と
に
、
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
ご

助
言
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
長
嶺
コ
ミ
協
の
充
実
発
展
の
た
め

に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す 

 

私
ご
と
で
恐
縮
で
す
が
、
政
令
都
市
に
な
る
前
の
お
よ
そ
二
十
年
間
、
三
代
の
連
合
町
内
会

長
さ
ん
の
下
で
、
事
務
局
長
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
間
、
町
内
会
長
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
の
お
か
げ
で
、
役
員
に
若
い
人
や
女
性
を
起
用
す

る
な
ど
、
思
い
切
っ
た
改
革
と
新
企
画
に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
長
い
「
ま
ち

活
動
の
あ
ゆ
み
」
の
中
か
ら
特
記
事
項
を
ひ
ろ
っ
て
こ
ん
ご
の
活
動
の
参
考
に
し
て
頂
き
た
く

そ
の
一
部
を
別
紙
に
印
刷
し
て
み
ま
し
た
。 

 

ご
一
読
く
だ
さ
い
。
さ
あ
次
は
皆
さ
ん
た
ち
の
出
番
で
す
。 

 

最
後
に
、
新
潟
市
の
政
令
指
定
都
市
の
成
功
へ
の
道
は
、
「
私
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
こ
そ
が
全
て
だ
」
と
心
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

新
潟
市
の
中
央
区
、
長
嶺
コ
ミ
協
の
さ
ら
な
る
躍
進
と
、
本
日
ご
出
席
の
皆
さ
ま
の
、
益
々

の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
、
開
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

  

新
潟
中
央
区
白
井
祐
司
副
区
長
の
挨
拶 

本
日
は
長
嶺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
ミ
ニ
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
て
ご
ざ
い
ま
す

が
、
先
程
会
長
さ
ん
の
方
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
い
う
の
は

平
成
１９
年
の
政
令
市
に
合
わ
せ
ま
し
て
地
域
の
街
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
の
組
織
と
し

て
作
っ
て
頂
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

中
央
区
に
は
22
の
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
あ
り
ま
す
が
、
長
嶺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
っ
と
も
活
発
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

と
い
う
事
で
す
。 

 

こ
れ
は
会
長
さ
ん
は
じ
め
皆
さ
ん
が
今
ま
で
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
街
づ
く
り
の
実
績
と

い
う
の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
活
動
に
実
を
む
す
ん
で
い
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
少
子
高
齢
化
の
問
題
と
か
、
安
心
安
全
の
も
ん
だ
い
な
ど
地
域
を
め
ぐ
る
課 

                

題
は
大
変
多
い
で
す
が
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
活
動
を
さ
ら
に
活
発
に
進
め
て
頂
き
ま
し

て
、
素
晴
ら
し
い
地
域
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

中
央
区
と
い
た
し
ま
し
て
は
出
来
る
だ
け
の
ご
支

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

宮
浦
中
学
校
佐
藤
康
也
教
頭
の
挨
拶 

 

本
日
は
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

校
長
は
所
用
の
た
め
教
頭
が
か
わ
っ
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

今
学
校
で
は
一
月
に
私
立
の
高
校
の
入
試
が
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
先
週
公
立
高
校
の
推

薦
入
試
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
年
生
は
そ
れ
ぞ
れ
始
め
て
１５
の
春
の
試
練
の
経
験
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

あ
と
１２
回
登
校
し
１３
回
目
に
は
卒
業
式
と
な
り
、
生

徒
は
大
き
く
羽
ば
た
い
て
ゆ
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
が

こ
う
し
て
無
事
卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
の
も
、
９
年
間

暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
の
お
か

と
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
一
年
い
ろ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。 

運
動
会
等
の
大
き
な
学
校
行
事
に
沢
山
の
地
域
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
頂
き
、
多
く
の
感
動
あ
る
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま

し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

又
部
活
動
で
は
陸
上
競
技
の
全
国
大
会
出
場
、
合
唱
部
の
関
東
大
会
出
場
、
サ
ッ
カ
ー
部
が

県
大
会
３
位
と
い
う
大
活
躍
の
一
年
で
し
た
。 

 

更
に
地
域
を
知
り
、
地
域
か
ら
学
ぶ
総
合
的
な
学
習
時
間
と
し
て
ト
キ
メ
ッ
セ
展
望
台
で
さ

ま
ざ
ま
な
ガ
イ
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

と
く
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は
英
語
で
地
域
の
ガ
イ
ド
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ス
で
大
き
く
取
り
上
げ
て
頂

き
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

又
万
代
長
嶺
小
学
校
の
児
童
と
一
緒
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
り
、
英
語
の
出
前
授

業
、
職
員
の
合
同
研
修
も
行
わ
れ
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
が
深
ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

来
年
に
更
に
教
科
別
に
研
修
を
行
う
な
ど
し
て
一
層
の
連
携
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

今
子
供
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
の
変
化
に
は
様
々
な
問
題
が
多
発
し
、
課
題
も
大
き
く

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
宮
浦
中
学
校
区
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
ん
な
時
で
あ
れ
ば
こ
そ
教
師
と
保
護
者
と
地
域
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
教
育
し
て
ゆ

く
、
こ
の
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

 

長
嶺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
皆
さ
ま
が
子
ど
も
た
ち
の
為
を
第
一
に
考
え
、
献
身
的

に
協
力
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
学
校
に
と
っ
て
大
き
な
宝
物
で
あ
り
、
感
謝
の
念
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
一
層
の
充
実
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

本
日
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

長嶺コミ協だより 
平成２３年２月２８日 「第１９回ミニサミット」特集号

発行 長嶺地域コミュニティ協議会 会長 丹羽仁 

第
１９
回
「
長
嶺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
ミ
ニ
サ
ミ
ッ
ト
」
開
れ
る 

 
 

平
成
２３
年
２
月
１９
日
蒲
原
神
社
青
海
殿
に
於
い
て
、
第
１９
回
長
嶺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
ミ

ニ
サ
ミ
ッ
ト
が
中
央
区
白
井
副
区
長
は
じ
め
百
十
九
名
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

ミ
ニ
サ
ミ
ッ
ト
は
来
賓
の
中
央
区
白
井
副
区
長
、
佐
藤
宮
浦
中
学
校
教
頭
、
真
柄
万
代
長
嶺
小
学
校
長 

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
七
つ
の
専
門
部
と
三
つ
の
専
門
委
員
会
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
あ
と
金
子
旧
長
嶺
小
学
校
同
窓
会
会
長(

蒲
原
神
社
宮
司)

の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
懇
親
会
に
移

り
、
百
余
名
の
各
町
内
会
・
自
治
会
会
長
、
コ
ミ
協
、
町
内
会
・
自
治
会
の
役
員
が
歓
談
に
よ
り
懇
親
を

深
め
、
６
時
か
ら
始
ま
っ
た
ミ
ニ
サ
ミ
ッ
ト
も
８
時
を
も
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。 



万
代
長
嶺
小
学
校
真
柄
正
幸
校
長
の
挨
拶 

 

こ
ん
ば
ん
は 

日
頃
よ
り
、
学
校
に
対
し
ま
す
御
支
援
と
御
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
活
動
や
子
ど
も
た
ち

を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
「
、
夏
祭
り
」
や
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
ス
キ
ー
教
室
、
社
会
科
見
学
、
体
験
活
動
な
ど
で
も
、
多
く
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
本
当
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
万
代
長
嶺
小
学
校
で
は
、
今
年
度
創
立
１０
周
年
を

迎
え
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
に
は
記
念
式
典
や
校
庭
全
校
児

童
で
芝
桜
な
ど
を
植
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
教
育
活
動
で
は
、
「
日
本
で
一
番
と
二
番
の
あ
る

学
校
」
と
し
て
、
信
濃
川
や
萬
代
橋
を
取
り
上
げ
て
「
地
域

を
理
解
し
、
地
域
を
愛
す
る
子
ど
も
」
を
育
て
よ
う
と
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
は
ぐ

く
む
こ
と
を
基
本
的
な
ね
ら
い
と
す
る
新
し
い
学
習
指
導

要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。
生
き
る
力
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
連
携
を
基
に
、
社
会
全
体
で
は
ぐ
く
ん
で
い
く
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
点
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
長
嶺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
」
に
真
剣
に
御
協
力
を
頂
い
て
い
る
万
代
長
嶺
小
学
校
は
、
す
ば
ら
し
い
地
域
の

教
育
力
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
大
変
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

学
校
で
は
地
域
の
大
切
な
宝
物
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
今
後
と
も
全
力
を
傾
け
て

参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

本
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
総
会
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

専
門
部
活
動
報
告 

安
心
安
全
部 

加
藤
孝
雄
部
長 

 

活
動
報
告 

 

蒲
原
祭
り
の
警
備
、
コ
ミ
協
夏
ま
つ
り
協
力
、
９
月
１２
日
自
主

防
災
訓
練
参
加
人
数
三
百
四
十
九
名
、
他
来
賓
、
消
防
署
員
、
消

防
団
員
総
人
数
三
百
六
十
五
名
、
１２
月
８
日
年
末
防
犯
・
防
火
パ

ト
ロ
ー
ル
参
加
人
数
８０
名 

等
々
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

  

体
育
文
化
部 

下
條
進
部
長 

 

コ
ミ
協
の
活
動
と
し
て
は
、
蒲
原
ま
つ
り
協
力
、
夏
ま
つ
り
の
参

加
及
び
協
力
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主
催
、
コ
ミ
協
共
催
の
活
動
と
し

て
は
、
６
月
６
日
健
康
ウ
ォ
ー
ク
参
加
百
二
十
人
、
９
月
２６
日
三

世
代
交
流
運
動
会
参
加
二
百
五
十
人
、
１０
月
～
１１
月
の
３
回
い
き

い
き
体
操
教
室
参
加
八
十
名
、
平
成
２３
年
２
月
６
日
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
等
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

環
境
整
備
部 

野
口
幸
一
部
長 

 

春
と
秋
の
２
回
、
計
百
五
十
名
の
参
加
で
ほ
ん
ぽ
ー
と
周
辺
の
主

要
道
路
及
び
広
場
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
芝
生
広
場
や
ほ
ん
ぽ
ー

と
東
側
の
除
草
等
仕
事
量
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
方
の
御

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

青
少
年
部 

川
崎
ツ
キ
子
部
長 

 

蒲
原
ま
つ
り
協
力
、
８
月
２
日
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

上
堰
潟
公
園

参
加
百
五
十
三
名
参
加
、
８
月
１６
日
と
沼
垂
ま
つ
り
に
子
ど
も
灯

篭
を
作
り
参
加
、
８
月
２９
日
夏
ま
つ
り
に
協
力
、
今
後
の
予
定
３
月

１２
日
万
代
長
嶺
小
学
校
６
年
生
の
卒
業
と
新
一
年
生
の
入
学
を
祝
う

会 

 

健
康
福
祉
部 

飯
塚
和
子
副
部
長 

 

今
年
も
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
を
致
し
ま
す
。 

 

主
な
活
動
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
給
食
の
実
施(

１０
回
、
７
月
８
月

は
除
く)

、
蒲
原
ま
つ
り
協
力
、
お
は
よ
う
朝
ご
は
ん
料
理
講
習
会
、
コ
ミ
協
夏
ま
つ
り
模
擬

店
出
店
、
自
主
防
災
訓
練
炊
出
し
訓
練
、
ふ
れ
あ
い
三
世
代
交
流
お
楽
し
み
会
、
東
地
区
公
民

館
文
化
祭
参
加
、
障
害
者
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
さ
ん
ろ
ー
ど
」
も
ち
つ
き
大
会
、
健
康
講
座
の
開

催(

３
月
予
定) 

 

産
業
経
済
部 

峰
村
悟
朗
部
長 

 

８
月
２９
日
の
夏
ま
つ
り
に
調
味
料
の
提
供
を
行
い
、
発
酵
食
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。 

 

広
報
部 

塩
田
美
幸
副
部
長 

 

本
年
度
も
次
の
よ
う
な
コ
ミ
協
だ
よ
り
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
。 

４
月
１８
日
ほ
ん
ぼ
ー
と
花
見
の
会
、
６
月
３０
日
ほ
ん
ぽ
ー
と
ク

リ
ー
ン
作
戦
、
７
月
１
日
蒲
原
ま
つ
り
、
７
月
２５
日
上
堰
潟
公
園

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、
８
月
２９
日
長
嶺
コ
ミ
協
夏
ま
つ
り
、
９
月
１２
日

防
災
訓
練
、
９
月
２６
日
三
世
代
交
流
運
動
会
・
健
康
ウ
ォ
ー
ク
、

９
月
２８
日
ふ
れ
あ
い
給
食
朝
ご
は
ん
料
理
講
習
会
、
９
月
３０
日
長
嶺
ふ
れ

あ
い
給
食

お
た
の
し
み
会
、
１０
月
１７
日
秋
季
ホ
ン
ポ
ー
ト
周
辺
道
路
清
掃
、
１２
月
８
日
防
犯
防
火
パ
ト

ロ
ー
ル
、
１２
月
２４
日
第
６
回
地
域
交
流
「
さ
ん
ろ
ー
ど
祭
」
１
月
２３
日
新
春
の
集
い(

男
女

共
同
参
画
事
業)

、
２
月
１
日
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式
特
集
号 

 

実
行
委
員
会
事
業 

 
男
女
共
同
参
画
活
動 

 

小
林
佳
子
コ
ミ
協
副
会
長 

 
１
月
２３
日
長
嶺
コ
ミ
協
男
女
共
同
参
画
事
業
“
新
春
の
つ
ど
い
”

が
４０
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
に
い
が
た
代

表
理
事
の
朝
倉
安
都
子
さ
ん
の
講
演
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
話
合
い
を
行
い
ま
し
た
。 

 

蒲
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

水
本
孝
夫
実
行
委
員
長 

 

事
故
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
年
度
の
蒲
原
ま
つ
り
の
状
況
は
見
物
客
数
２０
万
人(

前
年

１７
万
人)

、
露
店
出
店
数
四
百
二
店
、「
福
祉
ふ
れ
あ
い
広
場
」
出

店
数
１０
団
体
、「
ゆ
か
た
ま
つ
り
」
抽
選
参
加
者
数
四
百
五
十
名
、

広
報
誌
一
万
部
、
公
告
誌
広
告
協
賛
数
７４
件
、
臨
時
駐
車
場
申
込
台

数
二
百
台 

又
次
の
よ
う
な
改
革
、
改
善
を
行
い
ま
し
た
。
露
店
架
線
の
新
設
、
放
送
設
備
の
新
設
と
増
設
、

ご
み
収
集
方
法
の
変
更
、
神
社
境
内
に
倉
庫
二
棟
新
設
、
６
月
２９
日
の
新
潟
日
報
掲
載
枠
の

拡
大
、
国
土
交
通
省
の
土
地
の
活
用
、
パ
チ
ン
コ
ダ
イ
エ
ー
の
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
土
地
の
活
用
、

水
産
物
揚
場(

現
ピ
ア
万
代)

の
借
用
、
ガ
ー
ド
マ
ン
の
増
員
。 

  

御
来
賓
の
皆
さ
ま 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

(

敬
称
略)

 

新
潟
中
央
区
副
区
長
白
井
祐
司
、
宮
浦
中
学
校
教
頭
佐
藤
康
也
、
万
代
長
嶺
小
学
校
真
柄
正
幸
、

東
出
張
所
所
長
外
川
利
男
、
旧
長
嶺
小
学
校
同
窓
会
会
長
金
子
隆
弘
、
東
警
察
署
生
活
安
全
課

課
長
落
合
廣
行
、
東
地
区
公
民
館
館
長
田
沢
仁
敏
、
東
地
区
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
松
村
京

子
、
中
央
図
書
館
企
画
課
長
内
山
正
之
、
中
央
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
長
仲
川
一
也
、
中
央

区
社
会
福
祉
協
議
会
主
査
渡
邉
孝
幸
、
東
地
区
公
民
館
主
任
江
花
菜
穂
子
、
東
警
察
署
駅
前
交

番
長
谷
川
幸
広
、
東
警
察
署
沼
垂
交
番
大
野
一
郎
、
中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

コ
ー
デ
ネ
ー
タ
ー
相
場
美
和
、
民
生
児
童
委
員
会
会
長
本
多
功
、
伝
統
文
化
万
代
太
鼓
川
口
泉
、

万
代
長
嶺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
小
田
島
満
雄 

  


